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ラット回腸に存*する杯細胞と空胞化細胞の検討

Investigation　of gobiet　ce 1 Js and　va cu 0】ar　cells

i n　the　rat　ileun.
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　目的：演者ら(i 、*学会の第4 0 回全国大会において、杯細胞goblet ce目

（以下は、Ｇ・Ｃと略す）とパネート細胞Pan eth ce 1 1 について報告した. *

実験では、ある一定の期間において回腸の絨毛上皮に多く存在する空胞化細胞

（以下は, V・Ｃと略す）とG ･ Cの検討を行ない知見を得たので報告する

　材料と方法：*実験に使用した動物は、生後4日齢のW i s ta r←Inaaichi-RAT

である。各臓器の探取方法は、開腹を行ない、十二指腸と空腸および盲腸に近

い部位の回腸を切り出し, z ai bon i ftiで浸漬固定した。染色方法は, Hematox-

ylin-Eosin（H ･ E )とPeriodic Ac id Schi f f reaction (PAS）であり、

染色後は、通常の方法で脱水・透徹・封入を実施した。

結果: ( 1 ）他の腸管（十二指腸と空腸）と比較して、Ｖ

察されたのは回腸である。( 2 )

は, li.i％であった。( 3 ) G ･

回腸絨毛上･皮におけるＧ・Ｃ
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　目的　腸殖内常だ菌u互に共生，お抗I々が‘ら。一束^バランスを権将してぃ冶，こn

いバランス･^粂勧しヵ＼-たい砥め2: , ―般に* えられていー砿環境あ勾心*精神我態な

どのμ糾明の希化乙賜内細菌必バランスに凌化き-Fi･よぼすので/jないかと. 耗験的に恩

われゐ，喫験動鴫は文<f-1t. 人為的にストレス老与えP-場を，ま札
，て，喝財田菌叢にと' aような粂化芝乞ず% か2. 聞らかn t ゐ託りこ.　実験き行。た，

　方法　I . 週皿な飼有条什およv:^^下≪^卵等^ストレスきみえ-c. 々イス､･?－- ラ

ット（幻と飼有し友。

　i, 食餌制い割合としX. 層が場ぷヽ*｡aズ鴉質Ji&#経しゃｰ/食徊和ド朋凱振･

　銘學。　し　ストレス（遣弧飼有）き与之証動物pi賜り細舶'^ う方. StreptococcusｌStaphylococcus

ﾌ）増匈ﾌﾞら-よ七C βifidobttcteriu。い3減タす句傾向が?*■ られ乍。ふ希条叶下・飼貫む-iく遥忿飼鴛

1.1唇ぼ同O｀姉街tKみわ

-t..　篤^、佃群ぜあ、V-。

　2. 蚤白葡遡剰猿取丿動昶は。Ettterobacleriaceae , ルcteroiゐceaeμ増加し. Bifidobacteri四川t城少す

訓喫飼μ認あられ1r~ .

　3、俸笥ゑ剰誤取≪動作≪．E.coii なと≒･増加がみウれ仮,

　そヽこれ多^腸附和菌^ 夜動は　同条叶I 通関住t-認めりれお･


